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令和５年度第６回新潟県内水面漁場管理委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和６年３月１日（金） 

 

２ 開催日時        令和６年３月 14日（木） 10 時 30 分 

 

 ３ 開催場所         新潟市中央区新光町４番地１ 

新潟県自治会館 ４F 401 会議室 

 

 ４ 委員の定数並びに    委員定数 10 名 

   出席状況        委員出席  8 名 

 

 ５ 出席者 

内水面漁場管理委員会委員 

   藤田利昭、小島正朗、富井冨士子、平田茂伸、斎藤達夫、髙橋卓、阿部信裕、山本麻希 

新潟県農林水産部水産課 

    河村課長 

内水面漁場管理委員会事務局 

大西副参事、山口副参事、夏川技師 

 

 ６ 議 題 

（１）小型機船底びき網漁業（手繰第３種漁業のしじみ貝けた網漁業） 

の許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問） 

（２）コイの持ち出しの禁止及び放流等の制限に係る委員会指示について 

（協議） 

（３）外来魚の再放流禁止に係る委員会指示について（協議） 

（４）その他 

  

７ 会議の顛末 

  定刻となり、藤田会長挨拶の後、議事に入った。 

 

大西副参事 

 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 委員の出席状況と委員会の成立を報告。 

 配布資料を確認。 

 

 ただいまより令和５年度第６回新潟県内水面漁場管理委員会を開会します。

それでは議事に入る前に議事録署名人を指名させていただいてよろしいで

しょうか。 

 

［異議なし］ 
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藤田会長 

 

 

 

 

河村課長 

 

藤田会長 

 

山口副参事 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

山口副参事 

 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

一同 

 

 

それでは議事録署名人として、山本委員、斎藤委員お願いします。 

 では議事に入ります。議題（１）の小型機船底びき網漁業（手繰第３種漁業

のしじみ貝けた網漁業）の許可又は起業の認可を申請すべき期間について

（諮問）は知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

ただいま、県から諮問を受領しました。事務局から説明をお願いいたします。 

 

[資料１に基づき説明] 

 

はい。ただいまの説明について、何かご意見、ご質問はありませんでしょう

か。 

 

［意見なし］ 

 

許可隻数が減っているのは、漁業者が減っているからですか。 

 

 漁協に聞きますと、高齢化や後を継ぐ人がいないので減っているというのが

主な理由です、と回答がありました。 

 

 はい。わかりました。他に質問が無ければ議題（１）については、諮問どお

り知事に答申することとしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

それでは、議題（１）については承認していただきましたので、事務局案の

とおり取り扱うことといたします。 

 

続いて議題（２）のコイの持ち出しの禁止及び放流等の制限に係る委員会指

示についてですが、事務局から説明をお願いいたします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

はい。議題（２）について、何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 
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藤田会長 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

 

大西副参事 

 

藤田会長 

 

 

大西副参事 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

夏川技師 

 

 

これも１年間延長という事ですね。 

 

はい。 

 

ところで、最初に KHV が確認された河川は加治川だったと思います。その後、

信濃川水系からも KHV が確認されたと記憶していますが、なぜ、阿賀野川だ

けこのような措置を取っているのでしょうか。 

 

加治川で発生したのはいつごろの話でしょうか。 

 

遠い昔だったと思います。でも、天然水域で初めて KHV の発生が確認された

のが加治川でした。 

 

お調べして後程お伝えします。 

 

はい。本協議とは直接関係ありませんので、後で教えてください。 

 

委員の皆様よろしいでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

ご意見が無いようですので、議題（２）は事務局案のとおり取り扱うことと

いたします。 

 

続いて議題（３）の外来魚の再放流禁止に係る委員会指示について（協議）

ですが、事務局から説明をお願いいたします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

議題（３）の説明がありましたが、これについて、何かご意見、ご質問あり

ますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

これも平成 11年からずっと延長していますね。 

 

そうなります。 
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藤田会長 

 

夏川技師 

 

 

藤田会長 

 

夏川技師 

 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

藤田会長 

 

継続することに意味があるという事ですか。 

 

外来生物法では、外来魚の再放流は禁止されておりませんので、新潟県が独

自に委員会指示を発令し、再放流を取締りたいと考えています。 

 

はい。他県で外来魚の再放流を禁止している例はありますか。 

 

他県ですと、新潟県を除いて 11 の県が委員会指示で外来魚の再放流を禁止

しています。 

 

はい。何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

ご意見が無いようですので、議題（３）は事務局案のとおり取り扱うことと

いたします。 

 

最後に（４）「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

 

［別紙資料に基づき、今年度の関川でのバス逸出調査について報告］ 

 

はい。長野県側でのバスの逸出は、大雨による増水が原因という事ですね。 

 

他に、何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

はい。まだ時間がありますので、外来魚対策等で先進的な取り組みがあれば、

山本先生から何かお話いただけないでしょうか。 

 

外来魚ではなくカワウ対策についてですが、水産庁の事業で４年間にわたっ

てカワウの先端事業を行ってきました。今年は対策の最後の年だったので、

「カワウ対策 DX」というマニュアルを作成し、現在、水産庁の HP で公開さ

れています。この４年間で、GPS を活用したカワウのモニタリングやフンに

含まれる DNA の分析を行ってきましたが、その成果を詰め込んだマニュアル

になっておりますので、是非カワウ対策にご活用いただければと思います。 

 

はい。ありがとうございます。全体を通してご質問等ありますでしょうか。 
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 斎藤委員 

 

藤田会長 

 

河村課長 

 

斎藤委員 

 

藤田会長 

 

山本委員 

 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

山本委員 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

１点いいですか。しじみの漁獲量は年間どのくらいあるのでしょうか。 

 

何トンもあります。 

 

数千万円単位の市場規模かと思います。 

 

 わかりました。 

 

 はい。全体を通して他に何かありますでしょうか。 

 

 ちなみに、タイワンシジミって県内にどのくらい生息しているんでしょう

か。 

 

 もう県内全域に生息していると思います。阿賀野川でも確認できます。淡水

域に生息しているマシジミは激減し、ほぼタイワンシジミだと思って間違い

ないです。在来のヤマトシジミと棲み分けはしているようですが、交雑個体

が多く、見た目では見分けがつかないと大学の方と調査した時に聞きまし

た。 

 

 わかりました。 

 

 他に何かご質問ございませんでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

はい。それでは、本日予定していた議事は全て終了しましたので、以上をも

ちまして閉会とさせていただきます。今日はどうもありがとうございまし

た。 

 

 

10:55終了 

 

 

 

 

 

 

 

  


